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令和２年度 法人本部事業報告書

１ 理事会・評議員会等の開催

法人の業務執行決定や理事の職務執行を監督する機関としての理事会及び重要事項の決

議や理事等執行機関への牽制機能としての評議員会を適宜開催した。

業務執行者としての理事の意向を迅速かつ適正に事業に反映させるため、理事会は年 4

回（6 月、8 月、11 月、3 月）開催し、理事の業務執行を評価、監督、決議する評議員会

は年 1回（6月/感染防止のため、決議の省略による招集・提案）開催した。

今年度の理事会は、施設整備関係審議はなく、通常の業務執行関係の審議や決議が主で

あった。また、昨今の少子高齢化による人口減や人材確保難といった諸問題の中での法人

経営を適正に進めるべく、2021 年度からの 10 年間を見据えた中長期計画を策定し、計画

の実現を図っていくものである。

評議員会は、新型コロナウィルス感染症の感染防止の観点から決議の省略による招集・

提案にて開催し、議題の審議や決議を通じて理事への牽制機能を発揮した。なお、評議員

からの要望により、役員等との相互の情報交換の場、業務執行に対する意見表明の場とし

ての「意見交換会」を新たに設けている。

前年度に引き続き、特定社会福祉法人としての責務である会計監査人（監査法人）を選

任し、通年で法人監事と連携の下、会計監査を実施した。会計監査人からの指摘や意見は、

逐次各拠点の指導に生かし内部管理体制強化へつなげている。なお、本年度の監査は新型

コロナウィルス感染症感染防止の観点からオンラインリモートによる監査としている。監

事は、会計監査人と連携の下、主に理事等の業務執行関係の監査へ傾注し理事等への牽制

機能をより高めている。また、内部監査員による内部監査も、内部管理体制強化や、業務

標準化の観点から業務等の監査を実施し、業務改善につなげており、今後も継続して改善

と向上を追求していく。

ベトナムからの外国人技能実習生 5 名は、令和 2 年末に入国し国内研修を経て、2 月よ

り東恵園（女性 3 名）、鹿角苑（男性 2 名）にて業務に従事を開始しているが、今のとこ

ろ大きな問題もなく実習を進めている。一方、特定技能外国人材については、新型コロナ

ウィルス感染症の入国制限等の諸事情から入国の見込みは立っていない。

和光園における措置利用者の減少による経営見直しについては、行政当局等との連携に

より幾分措置利用者の確保は改善されてはきたが、根本的な措置利用者不足は解消されて

はいない。措置権者の鹿角市としては、養護と特養の複合事業は否定的であるが、生活困

窮者や要介護度 2程度迄を入所可能とすることを念頭に、第 8期の介護保険計画において

改めて検討していく方向性を見いだすに至っている。今後も連携を深化させ経営の安定化

に努めていく。

２ 諸規程の見直し

本法人の諸規程の見直しに伴い定款、就業規則、職制規程、人事考課規程等の一部改正

を行っている。特に職制規程の一部改正は、給食総合管理センターの業務体制変更に伴う

所要の改正を行い、人事考課規程の一部改正は、実効体制の抜本的改正に伴う整備を図っ

ている。

３ 社会福祉施設等施設整備

今年度における社会福祉施設等整備はなかったが、今般策定された中長期計画に即して

次年度から各整備計画の具体の検討に入り、各種助事業での整備を目指すこととしている。
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また、前年度からの継続事業となっていた和光園における非常用自家発電設備整備事業（令

和元年度秋田県高齢者施設等防災・減災対策等推進事業費補助金）は令和 2年 10月 20日

に無事、事業を完了している

４ 公的補助金及び民間助成金

・秋田県 令和 2年度秋田県介護ロボット導入推進支援事業費補助金

和光園における介護ロボット導入経費補助

・秋田県 令和 2年度障害分野におけるロボット等導入支援事業費補助金

多機能型こさかわいわい、小坂 GH、大館 GH、多機能型大館いずみにおける介護ロ

ボット等導入経費補助

・令和 2年度新型コロナウイルス感染症緊急包括支援給付金（介護分）

老人系施設における介護サービス提供支援事業の掛かり増し経費補助

・令和 2年度新型コロナウイルス感染症緊急包括支援給付金（障害分）

障害系施設における障害福祉サービス提供支援事業の掛かり増し経費補助及び多機

能型簡易居室設置補助

・令和 2年度秋田県生産活動活性化支援事業費補助金

就労継続支援事業所における再起に向けた必要経費の経費補助 就労センター

・秋田県 比内地鶏需要回復緊急対策事業 比内地鶏社食・中食等利用促進事業費補助金

需要拡大の為の割引販売に対して支援 就労センター

・鹿角市認知症カフェ運営補助金

東恵園地域生活支援センター・月山の郷（認知症カフェ運営費（消耗品費等）補助

・秋田県 結核予防費補助金

和光園利用者定期健康診断経費補助

５ 本部機能の強化

継続して、会計監査人監査や内部監査、内部監査員による業務等監査を通じて、内部統

制の強化や業務標準化の向上に努めてきた。業務標準化の取組は継続して行っているが不

十分な状況も散見されており、今後も継続した取組の徹底が必要である。

また、人材確保活動は、新型コロナウィルス感染症の拡大によりリモートによる活動が

主な動きとなり全体的に低迷したが、成果は継続して上がっている。

7 年目を迎えた給食総合管理センターは、業務の全般的見直しを行い、次年度よりセン

ター調理業務を廃止し、法人本部に事務スペースを移転し、献立作成業務等の基幹的業務

のみとすることとした。

介護職員初任者研修事業は 9年目を迎え、今年度は新型コロナ感染症防止の観点から第 1

回研修を中止し、第 2回研修と合同で実施した。

第 1 回研修（4/13 ～ 7/29 4/30 から新型コロナ感染症対策の為中断。2 回目の受講に振

替）で一般 1人・法人職員 4人 計 5人、次年度継続受講者 4人。

第 2回研修（8/29 ～ 11/15）で一般 6 人（内高校生 5 人）、法人職員 4 人 計 10 人、次

年度継続受講者 1 名、合わせて 15 人の修了者を送り出すことができ、継続して地域にお

ける人材育成の貢献に寄与した。また、受講高校生 3名が採用試験にて合格し、人材確保

にも寄与している。2 年目を迎えた介護福祉士実務者研修事業は、定員 15 人に対し、外

部からも含めて 10人が受講修了し、法人職員 4名が合格を迎えることができている。

各施設等における安全衛生体制強化の為、継続して本部に専門職員を配置し、毎月の衛

生管理者会議を通じて各衛生委員との情報を共有し、専門性の向上及び強化を図ってきた。

特に、協議課題を共有し協議を図りその労務機能体制強化につなげている。
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法人職員研修についても、継続して本部の専任職員の下に「人材育成の取り組みに係わ

る指針」により一元的な教育体制及び研修計画を整備し職員の資質向上につなげているほ

か、資格取得支援に資する学習会等も都度開催し職員の資格取得率向上に寄与している。

６ 危機管理体制の強化

前年度から継続した新型コロナウィルス感染症の感染拡大により、従来にも増して相当

の危機感を持ち、各施設・事業所が連携し、職員家族の協力も得ながら感染防止対策を最

重要課題として、徹底して取り組んだ。新型コロナウィルス感染症に関しては、国の感染

症緊急包括支援給付金を活用して、重層的な感染症対策整備に務め、感染者は発生しては

いない。

インフルエンザについては、利用者及び職員のワクチンの予防接種を行い、各施設にお

いては、適正な水際対策の履行により感染の発生は皆無であった。同様にノロウィルスに

よる感染性胃腸炎に関してもほぼ皆無であった。喫緊の最重要課題でもある新型コロナウ

ィルス変異株（N501Y）による感染症に対しては、最大限の感染予防対策を講じているが

予断を許さない状況が継続している。新年度より開始されるワクチン接種を鋭意進め、厳

重な感染症予防対策を今後も継続していく。

水防法及び土砂災害防止法の改正により、新たに法人内施設及び事業所（要配慮者利用

施設）において、水害や土砂災害時での避難確保計画策定が求められたことから、当該用

配慮者利用施設において策定し、自治体に届出をしている。昨今の地球環境の変化に伴う

自然災害に対して実効性のある計画とするため適宜訓練を行い逐次、体制強化を図ってい

く。

本年度の感染症対策及び危機管理体制については、予防措置と適正な対応を図ることで

法人全体で有効に機能を果たしたと考えている。なお、年度末において、コロナ禍の環境

が今後も当分継続が想定され、職員には相当程度心身に負担がかかる中、社会福祉法人と

しての責務を果たすべく強い使命感を持ち、介護や支援業務に従事していることに対し、

法人独自の慰労金を 700名弱の職員へ支給し少しでもその労に報いた。

７ 会議の開催状況

【理事会】

○第 1回 令和 2年 6月 5日

議案第 1号 令和元年度事業報告並びに同附属明細書の承認について

議案第 2号 令和元年度計算書類（貸借対照表及び収支計算書）及び財産目録の

承認について

議案第 3号 社会福祉法人花輪ふくし会 定款の一部改正について

議案第 4号 決議の省略の方法による定時評議員会の招集について

議案第 5号 会計監査人監査の業務委託契約締結について

議案第 6号 社会福祉法人花輪ふくし会 公印取扱規程の一部改正について

議案第 7号 社会福祉法人花輪ふくし会 就業規則の一部改正について

議案第 8号 令和 2年度社会福祉事業資金収支補正予算の承認について

○第 2回 令和 2年 8月 28日

議案第 9号 社会福祉法人花輪ふくし会 職制規程の一部改正について

議案第 10号 令和 2年度社会福祉事業資金収支補正予算の承認について

※ 業務執行状況報告（理事長及び常務理事）

○第 3回 令和 2年 11月 27日

議案第 13号 社会福祉法人花輪ふくし会 就業規則の一部改正について
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議案第 14号 令和 2年度社会福祉事業資金収支補正予算の承認について

○第 4回 令和 3年 3月 26日

議案第 15号 社会福祉法人花輪ふくし会 人事考課規程の一部改正について

議案第 16号 社会福祉法人花輪ふくし会 職制規程の一部改正について

議案第 17号 社会福祉法人花輪ふくし会 就業規則の一部改正について

議案第 18号 社会福祉法人花輪ふくし会 新型コロナウィルス感染症特別慰労金

支援について

議案第 19号 令和 2年度社会福祉事業資金収支補正予算の承認について

議案第 20号 社会福祉法人花輪ふくし会第中長期基本計画の承認について

議案第 21号 令和 3年度社会福祉法人花輪ふくし会事業計画書の承認について

議案第 22号 令和 3年度社会福祉事業資金収支予算の承認について

議案第 23号 令和 3年度内部監査における年度監査計画の承認について

※ 業務執行状況報告（理事長及び常務理事）

【評議員会】

○第 1回 令和 2年 6月 10日（定時評議員会）（決議の省略による招集）提案日

令和 2年 6月 19日 決議があったとみなされた日

報告第 1号 令和元年度事業報告並びに同附属明細書の承認について

報告第 2号 令和元年度計算書類（貸借対照表及び収支計算書）及び財産目録の

承認について

議案第 1号 社会福祉法人花輪ふくし会 定款の一部改正について

【評議員との意見交換会】（評議員 5名参加）

○令和 2年 11月 27日

令和 2年度上半期の状況について（事業及び上半期決算）他

【監事会】

○令和 2年度決算監事監査

令和 2年 5月 6日～ 5月 14日（延べ 7日）

○令和 2年度随時監事監査（預り金監査）

令和 2年 9月 9日、10日、14日、17日、18日（延べ 5日）

○令和 2年度上半期棚卸監査

令和 2年 9月 30日（障害者センターかづの、北鹿、鹿角苑/悠遊工房）

○令和 2年度定期中間監査

令和 2年 11月 10日～ 11月 20日（延べ 6日）

○令和 2年度監事会（事故の検証・令和 3年度監査計画・行事予定他）

令和 3年 2月 1日

○令和 2年度決算棚卸監査

令和 3年 3月 31日（障害者センターかづの・北鹿、鹿角苑/悠遊工房）

【内部監査】（法人内部監査員による監査）

○令和 2年度決算内部監査～主に各種内部統制の適切性、有効性の検証

令和 2年 5月 7日～ 5月 15日（延べ 7日）全拠点

〇業務内部監査～サービスマネジメント、事故・虐待防止、人材育成等

令和 2年 7月 13日～ 7月 21日（延べ 5日）10拠点
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〇情報管理（ＩＴ統制）内部監査～情報システム管理規程運用状況全般、統制の意識付け

令和 2年 8月 18日～ 8月 21日（延べ 4日）14拠点

〇令和 2年度随時内部監査（預り金）～利用者預り金管理状況、遺留金品取扱状況他

令和 2年 9月 9日～ 9月 18日（延べ 5日）12拠点

〇令和 2年度上半期棚卸監査

令和 2年 9月 30日（障害者センターかづの・北鹿、鹿角苑/悠遊工房）

○令和 2年度定期中間内部監査～上半期決算数値や予算執行の適正性の検証他

令和 2年 11月 10日～ 11月 20日（延べ 6日）全拠点

〇業務内部監査～フォローアップ監査

令和 2年 11月 24日～ 11月 26日（延べ 3日）3拠点

（和光園、障害者センターかづの・北鹿）

〇業務内部監査～フォローアップ再監査

令和 3年 2月 16日（和光園）

８ 研修

○役員研修（令和 2年度北海道・東北ブロック協議会 北海道・東北ブロックセミナー）

青森県社会福祉施設経営者協議会/北海道・東北ブロック協議会主催

期 日：令和 2年 10月 7日 役員 8名

場 所：青森県青森市 1-11-22 ウエディングプラザ アラスカ

・合併・事業譲渡等のすすめ、複数法人連携による協働推進事業の推進、小規模法

人ネットワーク化の推進

９ 行事等

令和 2年 4月 1日 辞令交付式、理事長新年度訓示、施設長会

2日～ 3日 新任職員研修

13日 事業推進委員会

14日 第 1回介護職員初任者研修開講式

16日 施設管理委員会

20日 総務委員会

22日 栄養士会議

28日 衛生管理者会議

5月 1日 施設長会

5月 6日～ 14日 法人監事決算監査（内部監査）

8日 顧問税理士による決算監査

14日～ 15日 会計監査人計算書類監査（本部）リモートによる

19日 事業推進委員会

22日 総務委員会

22日 施設管理委員会

25日 衛生管理者会議

6月 1日 施設長会

5日 理事会

10日 中長期事業検討委員会（第 1回）
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19日 定時評議員会（決議の省略・招集）提案日

15日 事業推進委員会

16日 施設管理委員会

17日 栄養士会議

19日 総務委員会

19日 定時評議員会（決議の省略・招集）決議があったとみなさ

れた日

24日 衛生管理者会議

7月 1日 施設長会

7日 中長期事業検討委員会（第 2回）

13日～ 21日 サービスマネジメント、事故・虐待防止、人材育成等（内

部監査）

15日 事業推進委員会

16日 施設管理委員会

17日 総務委員会

30日 顧問税理士法人協議

31日 衛生管理者会議

8月 3日 施設長会

7日 森向用地の刈払作業（法人職員）

11日 中長期事業検討委員会（第 3回）・施設管理委員会

12日 事業推進委員会

17日 総務委員会

18日～ 21日 情報管理（IT統制）内部監査

28日 理事会

29日 第 2回介護職員初任者研修開講（～ 11月 15日）

31日 会計監査人監査（法人本部）・衛生管理者会議

9月 1日 施設長会

8日 中長期事業検討委員会（第 4回）

9日～ 18日 法人随時監査（預り金）・内部監査

15日 施設管理委員会

16日 総務委員会

18日 事業推進委員会

30日 上半期棚卸監査

10月 1日 施設長会

7日 役員研修（令和 2年度北海道・東北ブロック協議会 北海

道・東北ブロックセミナー）

16日 職員採用 1次募集第一次試験

14日 事業推進委員会

16日 施設管理委員会

19日 総務委員会

20日 中長期事業検討委員会（第 5回）
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21日 栄養士会議

26日 衛生管理者会議

29日 職員採用 1次募集第二次試験

30日 鹿角市との情報交換会

11月 2日 施設長会

4日～ 6日 会計監査人監査（障害者センター北鹿、かづの、本部）

5日 職員採用 1次募集試験合格発表

10日～ 20日 法人定期中間監事監査・内部監査

12日 事業推進委員会

16日 施設管理委員会

15日 第 2回介護職員初任者研修閉講式

19日 総務委員会

24日～ 26日 内部フォローアップ監査

27日 理事会、評議員との意見交換会

30日 衛生管理者会議

12月 1日 永年勤続表彰、施設長会

15日 職員採用 2次募集第一次試験

10日 事業推進委員会（zoom）

16日 施設管理委員会

17日 総務委員会

23日 職員採用 2次募集第二次試験

25日 職員採用 2次募集試験合格発表

28日 衛生管理者会議

令和 3年 1月 4日 理事長年頭訓示、施設長会

12日 事業推進委員会（zoom）

15日 施設管理委員会（zoom）

19日 総務委員会（zoom）

20日 栄養士会議

26日 衛生管理者会議

2月 1日 施設長会、監事会

8日 事業計画・予算理事長ヒアリング

10日 事業推進委員会（zoom）

16日 施設管理委員会（zoom）、内部監査

17日 総務委員会（zoom）

22日 衛生管理者会議

25日～ 26日 会計監査人監査（錦木ＷＣ、本部）

3月 1日 施設長会

10日 事業推進委員会（zoom）

15日 施設管理委員会（zoom）

16日 総務委員会（zoom）
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17日 栄養士会議

23日 衛生管理者会議

26日 理事会

29日～ 30日 会計監査人監査（月山の郷・鹿南の郷、本部）

31日 退職者辞令交付式、決算棚卸（鹿角苑/悠遊工房、障害者

センターかづの・北鹿）
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令和 2 年度法人研修実施報告 

 

＜階層別研修＞ 

No 研修名 開催期日 場所 参加職員・人数 講師 

1 新任職員研修Ⅰ 4/2～3 法人本部 新採用職員 13 人 内部 

2 初級職員研修 4/17 法人本部 係長・主任・契約職員 15 人 内部 

3 初級職員高齢者福祉講座 4/21 月山の郷 契約職員 7 人 内部 

4 初級職員障害者福祉講座 4/27 法人本部 契約職員 6 人 内部 

5 新任職員研修Ⅱ-①階層別 6/10 法人本部 新採用職員 13 人 内部 

6 新任職員研修Ⅱ-②階層別 6/18 法人本部 新採用職員 9 人 内部 

7 新任職員研修Ⅱ-③階層別 6/22 法人本部 新採用職員 4 人 内部 

8 新任職員フォローアップ研修Ⅰ 6/25 法人本部 令和 2 年度新卒採用職員 7 人 内部 

9 新任職員フォローアップ研修Ⅱ 7/2 法人本部 令和 1 年度新卒採用職員 9 人 内部 

10 階層別管理職研修 7/8 法人本部 管理職 18 人 内部 

11 階層別中堅職員研修 8/3 法人本部 中堅職員 4 年以上 8 人 内部 

12 新任職員フォローアップ研修Ⅲ 8/12 法人本部 平成 30 年新卒採用職員 3 人 内部 

13 新任職員フォローアップ研修 9/7 法人本部 平成 30 年度～令和 2 年度新卒

採用職員 事務員 6 人 

内部 

14 階層別中堅職員スキルアップ研修Ⅰ 9/14 法人本部 中堅職員 7 年以上 10 人 内部 

15 中堅職員フォローアップ研修 9/24 法人本部 平成 29 年度新卒採用職員 5 人 内部 

16 中堅職員スキルアップ研修Ⅱ 10/22 法人本部 中堅職員 7 年以上 13 人 内部 

17 新任職員フォローアップ研修Ⅱ 11/24 法人本部 平成 30 年度～令和 2 年度新卒

採用職員 事務員 6 人 

内部 

18 階層別中堅職員研修 11/27 法人本部 契約職員 4 年以上 6 人 内部 

19 階層別初級職員研修（2 回目） 12/17 法人本部 契約職員 4 年未満 7 人 内部 

20 階層別指導職員研修 12/25 法人本部 主任・リーダー13 人 内部 

21 新任職員フォローアップ研修 

（2 回目） 

1/12 法人本部 令和 2 年度新卒採用職員 7 人 内部 

22 中堅職員スキルアップ研修Ⅰ 

（2 回目） 

1/29 法人本部 中堅職員 7 年以上 7 人 内部 

23 階層別中堅職員研修 2/16 法人本部 契約職員 13 人 内部 

 階層別中堅職員研修（2 回目） 3/22 法人本部 契約職員 5 人 内部 

 

 

＜専門研修＞ 

No 研修名 開催期日 場所 参加人数 講師 

1 自閉症支援フォローアップ研修 4/3 法人本部 6 人 内部 

2 介護技術フォローアップ研修 4/8 月山の郷 8 人 内部 

3 自閉症支援フォローアップ研修 6/4 法人本部 13 人 内部 

4 介護技術フォローアップ研修 6/10 月山の郷 8 人 内部 

5 介護技術指導者養成フォローアップ研修 6/12 法人本部 12 人 内部 
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No 研修名 開催期日 場所 参加人数 講師 

6 事業所巡回研修（障セ北鹿おおだて） 6/19 とりびあん 34 人 内部 

7 事業所巡回研修（障セ北鹿こさか） 6/23 障セ北鹿こさか 31 人 内部 

8 介護技術フォローアップ研修 6/24 月山の郷 8 人 内部 

9 自閉症支援フォローアップ研修 7/3 法人本部 10 人 内部 

10 メンタルヘルス・セルフケア研修 7/6 法人本部 19 人 内部 

11 介護技術フォローアップ研修 7/8 月山の郷 8 人 内部 

12 エルダーメンターフォローアップ研修 7/9 法人本部 22 人 内部 

13 初心者のための介護技術講座 7/10 法人本部 7 人 内部 

14 事業所巡回研修（障セかづのとわだ） 7/17 十和田市民ｾﾝﾀｰ 58 人 内部 

15 認知症ケア基礎研修 7/27 法人本部 5 人 内部 

16 知的障害者・自閉症者支援基礎研修 7/29 法人本部 8 人 内部 

17 介護技術スキルアップ研修 7/30 法人本部 5 人 内部 

18 事業所巡回研修（障セかづのはなわ） 7/31 福祉プラザ 28 人 内部 

19 自閉症支援フォローアップ研修 8/4 法人本部 13 人 内部 

20 初心者のための介護技術講座 8/7 法人本部 9 人 内部 

21 事業所巡回研修（あすなろ） 8/11 あすなろ 24 人 内部 

22 介護技術フォローアップ研修 8/12 月山の郷 8 人 内部 

23 人間関係とコミュニケーション 8/18 法人本部 16 人 内部 

24 事業所巡回研修（支援センター） 8/21 支援センター 48 人 内部 

25 メンタルヘルス・セルフケア研修Ⅰ 8/24 法人本部 7 人 内部 

26 介護技術スキルアップ研修 8/28 法人本部 8 人 内部 

27 自閉症支援フォローアップ研修 9/4 法人本部 13 人 内部 

28 介護技術フォローアップ研修 9/9 法人本部 8 人 内部 

29 事業所巡回研修（更望園） 9/10 十和田市民ｾﾝﾀｰ 5 人 内部 

30 初心者のための介護技術講座 9/11 法人本部 9 人 内部 

31 介護技術指導者養成フォローアップ研修 9/25 法人本部 12 人 内部 

32 人間関係とコミュニケーション 9/29 法人本部 21 人 内部 

33 自閉症支援フォローアップ研修 10/2 法人本部 14 人 内部 

34 事業所巡回研修（鹿角苑） 10/12 鹿角苑 35 人 内部 

35 介護技術フォローアップ研修 10/14 月山の郷 8 人 内部 

36 エルダーメンターフォローアップ研修(2 回目) 10/15 法人本部 14 人 内部 

37 初心者のための介護技術講座 10/23 法人本部 9 人 内部 

38 事業所巡回研修（東山学園成人） 10/27 法人本部 24 人 内部 

39 介護技術フォローアップ研修 10/28 月山の郷 8 人 内部 

40 虐待防止フォローアップ研修 10/30 本部・各事業所 38 人 外部 

41 自閉症支援フォローアップ研修 11/11 法人本部 12 人 内部 

42 介護技術フォローアップ研修 11/11 月山の郷 8 人 内部 

43 事業所巡回研修（東山学園児童） 11/12 法人本部 20 人 内部 

44 介護技術スキルアップ研修 11/17 法人本部 8 人 内部 

45 事業所巡回研修（東恵園） 11/20 東恵園 44 人 内部 
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No 研修名 開催期日 場所 参加人数 講師 

46 介護技術フォローアップ研修 11/25 月山の郷 8 人 内部 

47 メンタルヘルス研修 12/2 法人本部 26 人 外部 

48 自閉症支援フォローアップ研修 12/3 法人本部 12 人 内部 

49 虐待防止フォローアップ研修 12/7 本部・各事業所 38 人 外部 

50 介護技術フォローアップ研修 12/9 月山の郷 8 人 内部 

51 初心者のための介護技術講座 12/11 法人本部 14 人 内部 

52 知的障害・自閉症支援基礎講座（2 回目） 12/14 法人本部 6 人 内部 

53 人間関係とコミュニケーション研修 12/18 法人本部 32 人 内部 

54 1on1 ミーティング・人事考課研修① 12/21 法人本部 23 人 内部 

55 介護技術フォローアップ研修 12/23 月山の郷 8 人 内部 

56 自閉症支援フォローアップ研修 1/5 法人本部 12 人 内部 

57 介護技術フォローアップ研修 1/13 月山の郷 8 人 内部 

58 認知症ケア基礎研修（2 回目） 1/14 法人本部 2 人 内部 

59 1on1 ミーティング・人事考課研修② 1/18 法人本部 34 人 内部 

60 介護技術スキルアップ研修 1/22 法人本部 7 人 内部 

61 1on1 ミーティング・人事考課研修③ 1/25 法人本部 9 人 内部 

62 介護技術フォローアップ研修 1/27 月山の郷 8 人 内部 

63 自閉症支援フォローアップ研修 2/2 法人本部 12 人 内部 

64 初心者のための介護技術講座 2/5 法人本部 13 人 内部 

65 1on1 ミーティング・人事考課研修④ 2/9 法人本部 8 人 内部 

66 介護技術フォローアップ研修 2/10 月山の郷 8 人 内部 

67 自閉症支援研修 2/12 法人本部 6 人 内部 

68 人間関係とコミュニケーション研修 2/15 法人本部 16 人 内部 

69 1on1 ミーティング・人事考課研修⑤ 2/18 法人本部 8 人 内部 

70 介護技術スキルアップ研修 2/19 法人本部 5 人 内部 

71 エルダー・メンター養成研修 2/24 法人本部 17 人 内部 

72 介護技術フォローアップ研修 2/24 月山の郷 8 人 内部 

73 自閉症支援フォローアップ研修 3/2 法人本部 11 人 内部 

74 階層別指導職員研修 3/4 法人本部 14 人 内部 

75 TEACCH トピックセミナー 3/6 法人本部 16 人 内部 

76 1on1 ミーティング・人事考課研修⑥ 3/9 法人本部 21 人 内部 

77 介護技術フォローアップ研修 3/10 月山の郷 8 人 内部 

78 1on1 ミーティング・人事考課研修（本部） 3/12 法人本部 8 人 内部 

79 1on1 ミーティング・人事考課研修⑦ 3/18 法人本部 19 人 内部 

80 介護技術指導者養成研修（3 回目） 3/19 法人本部 11 人 内部 

81 介護技術フォローアップ研修 3/24 法人本部 8 人 内部 

82 新採用職員オリエンテーション 3/23 法人本部 22 人 内部 

 

 

資料1　令和2年度　事業報告書 13 令和3年6月4日



＜自己啓発援助研修＞ 

No 研修名 開催期日 場所 参加人数 講師 

1 介護支援専門員資格取得バッ

クアップ研修 

毎月 1 回 

17:00~19:00 

まちっこ 法人内職員 1 人 内部 

2 介護福祉士資格取得バックア

ップ研修 

毎月 1 回 

17:00~19:00 

まちっこ 法人内職員 2 人 内部 

 

＜派遣研修＞ 

No 研修名 開催期日 参加人数 場所 

1 福祉施設長専門講座 通信教育・スクーリング 5 月～2 月    

（次年度へ延期） 

3 人 神奈川県葉山町 
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令和 2 年度 法人メンタルヘルス活動報告 

 

＜メンタルヘルス研修＞ 

No 研修テーマ 期日 参加職員数 講師 

1 人間関係とコミュニケーション（おおだて） 令和 2 年  5 月 14 日 34 人 内部 

2 人間関係とコミュニケーション（こさか） 5 月 29 日 31 人 内部 

3 メンタルヘルスセルフケア 1 回目 7 月 6 日 19 人 内部 

4 人間関係とコミュニケーション（とわだ） 7 月 17 日 58 人 内部 

5 人間関係とコミュニケーション（はなわ） 7 月 31 日 28 人 内部 

6 人間関係とコミュニケーション（あすなろ） 8 月 11 日 24 人 内部 

7 人間関係とコミュニケーション（本部） 8 月 18 日 16 人 内部 

8 人間関係とコミュニケーション（支援Ｃ） 8 月 21 日 48 人 内部 

9 メンタルヘルスセルフケア 2 回目 8 月 24 日 7 人 内部 

10 人間関係とコミュニケーション（更望園） 9 月 10 日 13 人 内部 

11 人間関係とコミュニケーション（和光園） 9 月 10 日 32 人 内部 

12 人間関係とコミュニケーション（本部） 9 月 29 日 21 人 内部 

13 人間関係とコミュニケーション（鹿角苑） 10 月 12 日 35 人 内部 

14 人間関係とコミュニケーション（学園成人） 10 月 27 日 24 人 内部 

15 人間関係とコミュニケーション（学園児童） 11 月 12 日 20 人 内部 

16 メンタルヘルス 12 月 2 日 26 人 外部 

17 人間関係とコミュニケーション（東恵園） 11 月 20 日 44 人 内部 

18 人間関係とコミュニケーション（本部） 12 月 18 日  8 人 内部 

 

＜相談件数＞ 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

実人員 2 1 3 1 3 5 5. 2 1 1 1 2 27 

延べ人員 3 2 3 1 4 6 5 3 1 2 1 2 33 

※休業 2 人  

※職場復帰プログラム 1 人   

※退職者 3 人 

 

＜中神先生相談＞ 

月 6 月 9 月 12 月 3 月 計 

人員 中止 中止 中止 1 人 1 人 
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46
,2
00

和
光
園

令
和
2年

度
結
核
予
防
費
補
助
金

鹿
角
市
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
補
助
金

鹿
角

市
令
和
2年

4月
23
日

16
9,
31
5

16
9,
00
0
東
恵
園
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
カ
フ
ェ
（
ま
ち
っ
こ
カ
フ
ェ
）
運
営
費
補
助

鹿
角
市
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
補
助
金

鹿
角

市
令
和
2年

4月
23
日

28
5,
72
9

20
0,
00
0
月
山
の
郷

認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
費
補
助

令
和
2年

度
秋
田
県
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
推
進
支
援
事
業
費
補
助
金

秋
田

県
令
和
2年

10
月
2日

33
9,
90
0

16
8,
00
0
和
光
園

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
（
自
動
ラ
ッ
プ
式
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
*3
台
）

令
和
2年

度
秋
⽥
県
障
害
分
野
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
⼊
⽀
援
事
業
費
補
助
⾦

秋
田

県
令
和
2年

9月
23
日

57
3,
20
0

57
3,
00
0
大
館
Ｇ
Ｈ

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
（
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
2台

・
電
動
介
護
リ
フ
ト
1台

）

令
和
2年

度
秋
⽥
県
障
害
分
野
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
⼊
⽀
援
事
業
費
補
助
⾦

秋
田

県
令
和
2年

9月
23
日

57
3,
20
0

57
3,
00
0
多
機
能
型
大
館
い
ず
み

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
（
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
2台

・
電
動
介
護
リ
フ
ト
1台

）

令
和
2年

度
秋
⽥
県
障
害
分
野
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
⼊
⽀
援
事
業
費
補
助
⾦

秋
田

県
令
和
2年

9月
23
日

12
6,
50
0

12
6,
00
0
小
坂
Ｇ
Ｈ

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
（
排
泄
支
援
暖
房
便
座
1台

）

令
和
2年

度
秋
⽥
県
障
害
分
野
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
⼊
⽀
援
事
業
費
補
助
⾦

秋
田

県
令
和
2年

9月
23
日

42
5,
70
0

42
5,
00
0
小
坂
Ｇ
Ｈ

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
（
排
泄
支
援
暖
房
便
座
1台

・
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
2台

）

令
和
2年

度
秋
田
県
生
産
活
動
活
性
化
支
援
事
業
費
補
助
金

秋
田

県
令
和
2年

10
月
12
日

52
4,
44
7

50
0,
00
0
就
労
セ
ン
タ
ー

備
品
購
入
費
（
中
古
プ
レ
ハ
ブ
冷
凍
庫
購
入
他
）

比
内
地
鶏
社
食
・
中
食
等
利
用
促
進
事
業
費
補
助
金

秋
田

県
令
和
3年

1月
19
日

45
3,
94
3

21
7,
00
0
就
労
セ
ン
タ
ー

需
要
拡
大
の
為
の
割
引
販
売
に
対
し
て
支
援

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
介
護
分
）

秋
田

県
令
和
2年

9月
4日

74
5,
27
5

74
5,
00
0
和
光
園

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
介
護
分
）

秋
田

県
令
和
2年

9月
4日

1,
65
2,
88
0

1,
65
2,
00
0
東
恵
園

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
介
護
分
）

秋
田

県
令
和
2年

9月
4日

3,
88
1,
89
2

3,
87
1,
00
0
東
恵
園
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
介
護
分
）

秋
田

県
令
和
2年

9月
4日

1,
16
6,
41
0

1,
16
6,
00
0
月
山
の
郷

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
介
護
分
）

秋
田

県
令
和
2年

9月
4日

67
7,
46
2

67
7,
00
0
鹿
南
の
郷

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

67
8,
64
2

67
8,
00
0
あ
す
な
ろ

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

24
6,
15
6

24
6,
00
0
更
望
園

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

88
5,
61
2

82
1,
00
0
多
機
能
型
こ
さ
か
わ
い
わ
い

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

1,
58
4,
47
7

1,
21
6,
00
0
小
坂
Ｇ
Ｈ

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

「
多
機
能
型
簡
易
居
室
設
置
補
助
金
」

秋
田

県
令
和
3年

2月
24
日

2,
87
6,
45
2

2,
87
6,
00
0
小
坂
Ｇ
Ｈ

多
機
能
型
簡
易
居
室
設
置
補
助
金

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

1,
29
6,
66
2

1,
29
7,
00
0
鹿
角
苑

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

89
9,
41
8

89
7,
00
0
十
和
田
Ｇ
Ｈ

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

47
8,
55
5

47
8,
00
0
就
労
セ
ン
タ
ー

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

45
1,
49
0

45
1,
00
0
錦
木
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

45
,8
36

45
,0
00

東
山
学
園
児
童

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

21
2,
79
6

21
2,
00
0
東
山
学
園

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

52
7,
36
8

51
1,
00
0
花
輪
Ｇ
Ｈ

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

24
6,
35
5

20
7,
00
0
障
害
者
セ
ン
タ
ー

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

10
7,
77
5

10
1,
00
0
花
輪
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
　
公
的
補
助
金
及
び
民
間
助
成
金
一
覧
表
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社
会
福
祉
法
人
花
輪
ふ
く
し
会

補
助
・
助
成
金
正
式
名
称

補
助
・
助
成
団
体

交
付
決
定
年
月
日

事
業
費
総
額

交
付
決
定
額

対
象
施
設

事
業
内
容

令
和
2年

度
　
公
的
補
助
金
及
び
民
間
助
成
金
一
覧
表

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

72
2,
89
9

72
1,
00
0
多
機
能
型
大
館
し
み
ず

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

69
8,
90
3

61
0,
00
0
大
館
Ｇ
Ｈ

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

令
和
2年

度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
給
付
金
（
障
害
分
）

秋
田

県
令
和
2年

11
月
17
日

97
4,
24
0

97
2,
00
0
多
機
能
型
大
館
い
ず
み

感
染
対
策
費
用
助
成
事
業
経
費
補
助

合
　
　
計

24
,6
75
,0
19

23
,4
47
,2
00
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障害者支援施設 あすなろ 

令和 2 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

１ 安心・安全なサービス提供について 
    法人外部委託事業として開設予定であった喀痰吸引等研修（座学）が 10 月より開催され

2 名の職員を配置しました。実地研修が延期となり研修参加者を予定しておりましたが実施

とはなりませんでした。「法人実務者研修」や秋田県社会福祉協議会主催の「介護職員等に

よる喀痰吸引・経管栄養研修」を終了、「介護福祉士」を取得しても、実地研修が行われて

いない介護職員が増えており、実際に喀痰吸引等が出来る介護職員数の確保には至っていな

い現状であります。主たる障害として身体に障害をお持ちで医療的ケアが多い利用者様が入

所しているあすなろにとって日々の支援も大変厳しい状況にあります。 
     サービス管理責任者研修については、新規研修を希望しましたがコロナ禍の状況から法

人で１名との事で新規研修とはなりませんでした。更新研修には 1 名参加しています。 
昨年度、第三者評価を実施し高い評価を頂きました。評価に満足することなく、継続と

維持に努めました。来年度は「利用者様・ご家族様満足度調査」を行う予定です。 
理学療法士による機能訓練を実施し、利用者様からは大変好評であります。理学療法士

からの指導を受けて、日々の利用者様支援に生活リハビリとして活かしています。 
業務標準を図るため「法人ケアマニュアル」に沿った支援を提供しています。細部に必

要な部分は「あすなろマニュアル」作成し実施しています。全職員による服薬事故防止策

を徹底しマニュアル等の読み合わせやロールプレイ（手順確認）を実施しました。マニュ

アルは事故及びヒヤリハット検証や分析にも活用し周知や確認に努めています。 
昨今、コロナ禍の状況を踏まえ、法人本部指示のもと感染防止対策を実施しました。今

後も「持ち込まない」を徹底した感染防止対策を実施します。 
 
２ 人権と権利擁護への取組みについて 
   利用者様一人ひとりの「思い」を尊重した個別支援計画に基づき支援を行いましたが、健

康面が重視される全体支援の中では、日中活動や余暇活動等個々のニーズ対応も難しい部分

がありました。利用者様個々の状態を把握したリハビリテーション実施計画のもと行われて

いる、理学療法士による機能訓練や支援員による生活リハビリを個別支援計画と同様に進め、

機能維持や機能低下を防ぎ個々のニーズに対応出来る様に努めます。 
   職員アンケートや職員会議にて利用者様の権利擁護に対する意識向上を図りました。「心

配先回り・気づき・利用者の声」等から情報共有し不適切ケアに繋がらないように職員同士

の気づきとしています。また、リスクマネジメント委員会等各種会議や研修会等で内容を検

討し振り返りと改善に努めています。 
 

３ 人材育成と働きやすい職場作りについて 
法人全体で連動する目標設定となるように見直しが図られ、今年度からわかりやすい組織

目標とし行動目標を新たに設定し部門目標、個人目標と連動し取組みました。振り返りの中

で、出来ている部分と不足部分が見られ取組み途中と判断し、次年度も取組みを継続します。 
「心配先回り・気づき・利用者の声」は行動目標の一つとして、全職員毎月一人一つを出

し 
て頂く事としています。職員からの提案等を各部署会議にて検討し改善に繋げています。 
人材育成についてはコロナ禍の状況の中ではありましたが、それぞれに合った業務能力の

向上を図るように研修を計画し可能な限り参加しました。日々業務においてもコミュニケー

ションを図り各種指針のもと指導観察記録票を用い改善及び振り返りを行いました。更に、

年度途中ではありましたが、毎日評価シートを活用し職員との対話を図りました。 
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４ 社会・地域との連携・交流促進について 
連携強化を促進していく予定で計画していましたが、新型コロナウイルス感染症が拡大す

る中では予定通りに進めていく事は困難でした。法人本部指示のもと状況を確認しながら感

染症対策を充分に行い進めていきます。 
 
５ 新規移転計画の推進について 
    のぐちの郷（あすなろと更望園）の新規移転計画について、法人事業推進委員会で他事業

所の情報提供等から話し合われた後、のぐちの郷運営会議に報告されてきました。来年度は、

大筋での同時移転計画を作成していく予定であり、のぐちの郷から発信した声を反映させて

いく事としています。 
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障害者支援施設 更望園 

令和 2 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

   

１ 利用者様の権利擁護に努め、意思決定支援を推進する事について 

 

（１） 利用者様一人ひとりの障がいに合わせた支援を提供できるよう努めました。また利用者様

のニーズをもとに月一回程度、レクリエーションの日を設けました。利用者様が主体とな 

り会場の飾り付けや準備を行うことで、参加意識が高まり利用者様自ら活動内容のアイデ

アの提案があるなど実りの多い支援を提供することができました。 

 

（２）毎月「不適切ケアリスト」から不十分と思われる項目を実践目標として設定し、改善にむ

けた取り組みを行いました。集計の結果は会議の場で公表し、今後の取組方法を協議して

職員の意識の醸成に取り組みました。 

 

２ サービスの質の向上に努めることについて 

（１）身体に障がいがある利用者様に対し、理学療法士によるリハビリテーションを行いました。

同時に日常的にできるリハビリテーションを理学療法士から指導を受け、普段の支援に取

り入れました。 

（２）利用者支援業務標準を基に毎月、QOL 向上について取り組みを行い、実施状況を集計し結

果から課題を見つけ取り組みました。 

（３）自閉症フォローアップ研修に参加している職員を中心に、「生活の構造化」に取り組みま

した。先が見えないことで不穏になりやすい強度行動障がいを持つ利用者様に対し、職員

が共通した支援を提供することで落ち着いた生活を送ることができるようになるなど、成

果が見えてきています。 

 

３ 職員の業務能力の向上と育成に努めることについて 

（１）自閉症フローアップ研修に参加している職員から、特に自閉症（強度行動障がい）をもつ

利用者様の支援について、研修で学んだことを積極的に支援に活かし、さらにほかの職員

へ支援方法などを業務の中で伝える場面が多く見られました。 

（２）車いすを使う利用者様が増えており、介護技術を習得することが必須となっています。月

に一度理学療法士から基本的な技術を習得するほかに、介護施設での勤務経験がある職員

からも業務の中で技術を学ぶ機会を設け習得に努めました。 

 

４ 質の高いサービス提供のための職員間の連携を強化する事について 

（１）自閉症フォローアップ研修に参加している職員を中心に強度行動障がいを持つ利用者様に

対して専門的知識を持って支援を提供することができました。 

（２）事故、ヒヤリ・ハットの検証結果等を職員全員で把握し、マニュアルや業務標準に反映さ

せ利用者支援の質を高めるようにしました 

 

５ 建て替えに向けた検討を開始することについて 

（１）本年度より「法人中長期計画策定委員会」が発足し、新耐震基準に満たしていないあすな

ろと利用者様の高齢化により介護の必要性が高くなっている更望園について、介護環境を

整備した一つの障害者支援施設として鹿角市森向地内に新築移転する方向性が示されま

した。引き続き移転先においても健康的で安心・安全に生活していただけるように計画し

ていきます。 
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障害者支援施設 鹿角苑 

令和２年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

 

１ 人権に配慮した良質なサービスの提供を行います 

１）自己決定、自己選択を原則とした、ニーズ、アセスメントに配慮した個別支援計画の作成

するため、9 月に個別支援計画作成の研修会を実施しました。 

２）支援の標準化のため、個別支援マニュアルを作成し、各棟で確認しながら支援を行いまし

た。 

３）高齢・虚弱化へ対応するため、毎月法人の理学療法士に利用者様の機能訓練の状況を見て

もらい、訓練方法や支援に対する相談・アドバイスをいただきました。その内容を、スタ

ッフ間で確認し現場の支援につなげることができました。 

４）第三者におけるサービス点検調整委員会を隔月で実施しました。東京都福祉サービス第三

者評価の訪問調査を 9 月と 10 月に実施しました。新型コロナ感染症への対応として、面

談は別棟にて、シールド・換気等の対策を講じて実施しました。 

  ５）今年度からの取り組みとして、誕生月に町内の写真館にて記念写真の撮影を行い、利用者

様とご家族に送付しました。また、余暇時間を利用した季節を感じられるイベント（七夕・

ハロウィン・おやつ作り・クリスマスイベント・餅つき・正月飾りづくり・節分など）を

定期的に開催しました。 

 

 ２ 安心、安全な生活の営みを支援します 

１）リスク管理表、個別支援マニュアルを各棟に整備し支援に活用しました。ヒヤリハット・

事故発生時の検証作業が遅れがちだった為、検証日を毎週水曜日に実施する事を決め、定

期的に取り組みました。 

  ２）2 ヶ月に 1 度の頻度で、火災を想定した訓練を行いました。10 月に土砂災害を想定した訓

練を、地域の協力の下実施しました。前年は、毛馬内球場までの避難でしたが、今年度は、

想定を変更し逆方向へ避難（避難場所：旧七滝小学校）しました。 

    ３）有事の際にも、事業を円滑に進めることが出来るように、ＢＣＰ計画を随時更新し、災害

後に備えました。 

 ４）感染症予防の為、施設の職員入り口に新たに手洗い場を設置し、出入りの際に必ずうがい・

手洗いを促しました。法人の新型コロナ感染症に関する通知を周知し、感染予防対策に努

めました。 

 ５）前期に虐待事案が発生したこともあり、職員全員を対象に人権擁護及び虐待防止に対する

理解を深める為、研修会を実施しました。併せて、外部講師によるアンガーマネージメン

ト診断（2 回）と研修を全職員対象に実施しました。 

 

３ 自立を目指した生活支援を行います 

      １）新型コロナ感染症により、積極的な地域交流や外出が難しくなっているため、苑内での活

動や支援が中心となっており、当初予定していた宿泊を伴った外出も中止しました。 
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２）利用者工賃向上の為、商品の見直し・原材料の節約に取り組み、工賃向上につながりまし

た。販売は、地元スーパーへの納品を基盤にしながら、新商品の開発・販売や注文制のセ

ット販売等の受注生産による販売方法をとり、新型コロナによる影響を最小限にとどめる

よう努めました。 

 

４ 良質な人材の育成に努めます 

       １）新型コロナ感染症流行のため、法人外のサビ管研修・強度行動障害支援者研修は、リモー

トによる受講も含め、サビ管研修 1 名、強度行動障害支援者研修へ 4 名が参加できました。

法人研修については、自閉症フォローアップ研修や階層別研修、1on1 ミーティング等の研

修を定期的に受講できました。 

２）エルダーメンター委員会を月初めに実施し、苑全体で計画的に指導・育成に取り組んでい

ます。2 年目ということで、異動職員や施設内の内部異動職員にもエルダーメンターを配置

し、指導を行いました。 

３）法人が求める理想の職員像に近づくため、目標管理・人事考課を活用し、指導を行ってい

ますが、時間がとれず法人が勧める面談実施が十分にできませんでした。 

４）働きがいのある職場作りを目指し、業務改善に関する提案を促しましたが、人員の補充が

進まないこともあり、改善に至りませんでした。 

５）毎月、衛生委員会にてメンタル不調の方について確認し、業務上配慮できる事や相談等の

対応を行いました。 

セルフケアチェックで記載のあったケースについては、後日担当者が面談を行い改善に向け

た報告書を作成しました。 

       ６）外国人技能実習生を受け入れのため、10 月に 3 名の職員が盛岡市で行われた技能実習関連

の指導者講習に参加しました。令和 3 年 2 月より、技能実習生 2 名が鹿角苑での実習を開始

しました。 
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福祉型障がい児入所施設 東山学園 

令和 2 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

     
1 児童の発達と自立に向けた取り組み 

発達状況や障がい特性等の理解に合わせた指導を実施しました。 

・安定した日常生活と学校生活に繋がるよう、学齢に応じた就寝起床を促す支援として環境面か

らのアプローチをもとに規則正しい生活リズムを整えました。また夜間に不安等を訴える児童

へは随時相談に応じ、不安を取り除けるよう児童の気持ちに寄り添う支援を提供しました。 

他者との良好な関係を築く学びに取組みました。 

・SST（社会生活機能訓練）や機中八策（非暴力コミュニケーションの具体策）等の社会性や信

頼関係を築くための手法を用いて、利用者自治会での意見交換や日常生活のトラブル等も学ぶ

機会とし、振り返りの場面を設けて指導助言しました。この手法による関りを通して子供たち

の問題行動の改善の他、指導員においても行動の善悪ではなく、その背景を捉えた指導や手法

として根拠を持った支援が確立されてきました。 

自己肯定感を高める取組みを行いました。 

・利用者自治会での発言や行事の打ち合わせ等、自分の意見を表出する場面を設定して自己表現

や自己決定の機会としました。 

自閉症支援をチームで取り組みました。 

・自閉症等の特徴のある児童に対しては、毎日同じ日課（構造化）や絵カード等で見通しの立つ

生活を提供したことにより、自ら日課を進めていくことができました。また、帰省した自宅で

も学園の日課としていた家事を行うことで、心身の安定につながりました。 

 

2 卒業・卒園に向けた取り組みについて 

成人することについて、必要な考え方を個別に指導しました。 

・卒園後の住まいについて、関係機関と情報共有を図り、社会に巣立つ意味や働く意義を説くこ

とで本人の理解がすすみ無事に学校卒業と卒園となり、施設入所と福祉的就労につなげること

が出来ました。 

・卒園後に向けた作業学習のみに捉われず、それぞれの発達に即した指導を取り入れることで幅

広い年齢に合わせた取り組みが行えました。知育玩具を用いた療育に目的を置いたもの、刺し

子や塗り絵など集中力を養いながら趣味活動へ繋がるもの、掃除機掛けや風呂掃除など生活に

根差した指導を組み入れることで、児童が意欲的に取り組める様子が見て取れました。 

 ＊今年度 卒園児 2 名、在宅復帰 1 名（小学 4 年生）、成人施設へ移行 1 名（高等部 3 年生） 

 

3 虐待防止・事故防止の取り組み（リスクマネジメント） 

虐待防止研修への参加と復命研修等により、虐待防止について理解を深めました。現在、身体拘

束にあたる事案はありませんが行動制限の研修を行い、理解を深めリスクの軽減に努めました。 

毎月のリスクマネジメント会議おいて、不適切ケアの集計や虐待防止、身体拘束や行動制限の廃

止、事故防止等について定期的に話し合う事で、これまでの日常支援への疑問や気づきがあがり、

支援内容の見直しと向上につながりました。また、処遇会議では 9 月～2 月にかけて、虐待防止、

身体拘束に関する指針について、中堅職員から発表を行い、理解を深める取組みを実施しました。 
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4. 人材の育成・快適な職場環境作り 

園内研修や外部講師を招いての研修会の開催、虐待防止研修等への参加及び復命研修、法人研修

等に参加したことで、専門知識の習得が職員個々のスキルアップや全体の底上げにつながりました。 

メンタルヘルスとして、労働安全衛生法に基づいた「ストレスチェック」の他、疲労度チェック

を年２回実施しました。また「職場リスクアセスメントツール」を活用し快適な職場環境作りに取

り組みました。目標管理や人事考課を利用した職員との面談や評価では、業務についての悩みやキ

ャリアアップ等について伝えることができています。 
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障がい者支援施設 東山学園 

令和 2 年度 事業報告書 
 

第 1 重点事項の実施状況 

１ 日々が生き生きとした生活への取り組み 

   新型コロナウイルス収束の兆しがない状況下において感染状況に応じた対応を行いました。外食は出

前、外出は混雑する時間帯を避ける等で感染予防に努めながら利用者様が満足できるサービスを提供し

ました。例年市内の宴会会場で行っていたクリスマス忘年会は、施設内でバイキング形式にて開催した

ことで利用者様に喜ばれる余暇サービスを代替提供することができております。 

   健康管理体制については、処遇・医務・栄養士と連携し利用者様個々の身体状況に応じた食事形態や

医療相談等、日々の健康管理に留意して安心安全な生活につなげることができました。 

   毎月のサービス向上会議において、各セクション（食事、入浴、排泄、日中活動、自閉症、研修、各会

議）での確認と実施、検証に取り組んで利用者様のより良い暮らしを検討しております。 

   自閉症等ある利用者様に対しては、穏やかで安全な生活をして頂きたい事からティーチプログラムを

取り入れ、環境の構造化、視覚的認識の環境作りを行いました。また、行動観察シートを使って支援の

在り方を検討し、実践に取り入れました。起床後の生活に見通しが立たず不穏行動が見られていた利用

者様に対して、行動障がいの改善が見られる等の効果があったので、今後もティーチプログラムを積極

的に活用して支援の幅を広げていきます。 

 

 

 ２ 安心・安全な生活の提供 

   全職員対象に行った虐待防止セルフチェックをもとに園内研修を行っていましたが、昨年度は虐待案

件を発生させてしまいました。利用者様の権利を擁護する基本姿勢の浸透が浅かったとの認識から、処

遇職員に対し自身の考えを表出する参加型の虐待防止研修を実施しました。参加型の研修においては、

職員の理解の深度に一定以上の効果が感じられたことから、今後も継続していきます。 

   施設内部だけで行ってきた虐待防止委員会の機能強化のため、年度途中（2 月）より、外部識者（サー

ビス点検調整委員）を交えて委員会を実施しております。第三者の視点から日常業務を点検、精査等し

ていただくことで当事者が気付かないこと等を助言・指導していただくことを目的としております。 

 

 

  ３ 人材育成・快適な職場環境づくりへの取り組み 

施設内外のリモート研修に積極的に参加し、特に自閉症支援については実践で有効活用されています。

また、人材育成・業務の標準化等を図るため毎日評価シートを取り入れ、自身の業務の振り返りを行う

ことで利用者様本位の支援という意識が高まってきたと感じます。また、令和 3 年度からの人事考課、

1on1 ミーティングにつなげる目的もあることを伝えています。 

   エルダー、メンター制度を通して、毎月の人材育成会議では新任職員育成状況を把握し、職員に合わ

せた指導を行う事ができました。日常業務の中で思わず「にやり」としてしまったこと、利用者様や職

員の関わりをみて「ほっ」とした事を記載する取り組みを「にやりほっと」と題して実施しました。利

用者様の良いところに着目することで物事をプラス面で捉える意識を向上させ、職場内の雰囲気を明る

く楽しくすることを目的として取り組みました。職員間のコミュニケーションが増えてきたので今後も

継続して取り組んでいきます。 

メンタルヘルスでは、長期休業していた職員が復帰の目途が立たず退職となっています。今後も毎月

開催の衛生委員会で職員状況を確認し、ラインケアを通し早期対応につなげていきます。 
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障がい者センターかづの 

令和 2年度 事業報告書 

 

第１ 重点事項の実施状況 

Ⅰ 地域の実情に応じた地域生活支援拠点の強化  

１、面的整備型の地域生活支援拠点の強化、充実のためのネットワーク機能の強化 

   地域生活支援拠点の強化として、自立支援協議会内にて日中一時支援事業（泊りなしの

短期入所）についての検討を行い、令和 3 年度より事業実施が決定しました。 

２、地域共生社会の実現に向けたワンストップで対応する「断らない相談支援」を柱とする包

括的支援体制の強化 

   東恵園地域生活支援センターのケアマネージャーと連携した、よろず相談の受付けが福

祉プラザで実施されており、高齢系・障がい系が連携した支援を進めています。また、ケ

アマネージャーとの定期的な会議を継続することにより相談支援の強化が図られました。 

３、親なき後の課題の見える化と支援体制の整備 

   鹿角市の障がい者計画、障がい福祉計画・障がい児福祉計画の策定に向けたアンケート

調査を実施し計画策定に反映しました。 

  

Ⅱ 内部統制の強化、経営管理体制の強化  

１、業務フロー・マニュアルの順守 

預り金に関して、規程に沿った運用が行われておりませんでしたが、規程を見直すととも

に職員への説明を実施しました。また、感染症防止、ケアマニュアル等に関しても、職員へ

の説明を行い規程、マニュアルに沿った運用が行われるよう取り組みました。 

２、月次試算表～計画執行の確認 

３、稼働率の分析～向上に向けた取組みの検討 

   毎月の経営会議にておいて月次試算表、稼働率の分析を行い、タイムリーな対応を行う事

で計画に沿った予算の執行、稼働率向上につなげています。 

  

Ⅲ サービスの質の向上と業務改善の検討 

１、一定の支援体制が確保された良質な障がい福祉サービスの提供 

支援の標準化を図るため個別支援計画書の作成を行い、計画に沿ったサービス提供を実施

するほか、朝のミーティングの際に法人ケアマニュアルの読み合せを行いました。 

また、情報の共有、支援の統一を図るためケア会議を適宜開催し、個別支援の方法、情報共

有を通して利用者本位の支援を改めて考えるきっかけづくりができました。６項目の不適切

ケアを掲げ、年間を通し質の高いケアが実践できるように意識した他、事故報告や虐待防止

の振返りも実施し利用者様本位の支援となるよう取り組みました。 

合わせて、人員の補充にも努め良質なサービス提供を実施しました。 

２、時間外労働に依らない労働環境の整備 

   業務内容を確認し無駄を省くことを心掛けました。日中活動においては、事業の継続検討
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を行い実施事業の整理を行っています。また、適正な人員を確保し効率の良い業務遂行を行

う事で、昨年度に比べて超過勤務時間数を減らすことができました。 

   ICT の活用も積極的に検討し、タブレット式の支援記録機器を補助金利用し導入していま

す。導入したことにより、いつでもどこでも記録の入力が可能となり、大きな業務改善に繋

がりました。 

今後も毎月の経営会議にて業務改善について話し合い、更なる業務の効率化を目指してい

きます。 

  

Ⅳ 人材の育成及び人材確保の検討  

１、ＯＪＴと目標管理を活用した、職員の資質向上と組織力の向上 

新任の職員に対しては、エルダーメンター制度を活用し人材育成に取り組みました。ま

た、職員全員が目標を設定し資質、組織力の向上を目指しましたが、全職員への面談の実施

までは至らず、更なる能力発揮や組織力向上へつなげることができませんでした。 

２、高齢者の就労、社会参加促進（65 歳超の継続雇用環境の整備） 

   高齢者が活躍できるよう、無理のない労働環境の整備を図る事で、令和 2 年度は 65 歳超

（登録制アルバイト含）約 50 名の雇用が実現されています。 

３、外国人受け入れ環境整備 

  特定技能実習生に関してはコロナ感染症の影響により、令和 2 年度の受け入れはありません

でした。 

  

Ⅴ 就労支援・日中活動支援の強化及び再構築の検討  

１、就労支援体制の強化 

 １）利用者様主体の事業運営（利用者様が活躍できる場面の確保） 

    多種ある作業種から個人に合った活動を選択して頂き、生きがい・やりがいを感じて頂

けるよう個々のニーズに合わせた就労支援に取り組みました。 

 ２）多様な障がい特性に対応した就労支援の継続 

    個々の強みに着目し障害特性に応じた作業種を開発し、一人ひとりが活躍できる機会を

増やすことで、個人の自信に繋がるように取り組みました。 

    利用者様の重度高齢化が進む中、生活介護の利用者様には、安心安全に活動に参加して

頂けるよう、個々の身体状況に合わせて機能訓練や健康支援に取り組みました。 

 ３）目標平均月額工賃～就労継続 B 16,000 円 

   就労継続 B における工賃につきましては、平均月額工賃が 25,000 円となり目標を達成

することができました。 

生活介護の生産活動に関わる利用者様につきましては、個々の作業状況に応じた工賃を

支給することで、生きがいや・やりがいを感じて頂けるよう取り組みました。 

２、通所多機能型事業所再編の継続検討 

１）こさか養鶏事業との統合 

   養鶏事業の統合について検討を重ねてきましたが、高齢重度化によりこさか養鶏事業に
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携わる利用者様の確保が難しいとの事で、統合は断念することとしました。 

２）クリーニング事業・ぐりとる事業の就労センターからの分離

利用者様の重度高齢化、社会情勢、地域ごとの将来的計画を見据えた上で、はなわワー

クセンターにクリーニング事業・ぐりとる事業を移管し、かづの就労センターに悠遊工房

を移管しました。 

３、重度・高齢者支援の強化 

１）生活介護事業メニューの充実、機能訓練的要素を取り入れた日中活動の検討

旧クリーニング工場を改装することで、より広いスペースでの機能訓練が実施できるよ

うになりました。メドマーや歩行訓練機器のほかレクリエーション要素を取り入れた器具

も用意し、楽しみながら活動に参加できるよう環境を整備しました。 

２）強度行動障がい、自閉症への支援強化

強度行動障がい・自閉症への対応として、ティーチプログラムを取り入れ、穏やかに安

心して活動に参加して頂けるよう取り組みました。また、継続してフォローアップ研修会

等へ参加しスキルアップを図り、支援の向上に繋げました。 

３）労働力の確保、高齢者・生活困窮者のアルバイト積極的活用

登録制アルバイトには 1６名が登録され、花卉・あぐり事業にて労働力不足を補って頂

き、全体の作業力向上に繋がりました。また、認定就労訓練事業や職親事業で生活困窮者

の受け入れを積極的に行い登録 5名、利用 3名の実績がありました。 

Ⅵ リスクマネジメントの強化 

１、事故「０」への挑戦 

１）事故防止計画の策定、マニュアルの順守

事故防止のためのヒヤリハットの提出を推進することにより、事故件数の減少を図るこ

とができました。 

２）職員周知強化に向けた方策の検討・実施

サービスマネジメント会議において毎月、事故・ヒヤリハットのモニタリングを実施し、

その後各種会議にて、振り返りを行っております。さらに、事故・ヒヤリの報告書を周知

の為、職員全員に配布しています。 

定期的に朝の会等で注意喚起を実施し、マニュアルの再確認と実施状況の確認も行いまし

た。 

Ⅶ 公益的取組の強化 

１、認定就労訓練事業及び職親事業の継続実施 

認定就労訓練事業は継続して実施しています。 

とわだ 登録 3 名 利用 1 名 

はなわ 登録 2 名 利用 2 名 

２、子ども食堂事業の実施検討 

子ども食堂については、法人事業推進委員会での検討となりました。 
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障害者センター北鹿 

令和 2 年度 事業報告書 

 

重点事項の実施状況 

 
１ 利用者様の人権を尊重し、個々のニーズに即したサービス提供により安心して健康的に地域で暮ら

し続けるための支援を行います。 

（こさか） 

職種間での連携を図り、利用者様が安心して暮らし続けることが出来ように支援を行いました。高

齢化に伴い機能低下が見られる方への日常動作での訓練の促しや、歩行器具の使用の検討や購入など、

体調や身体機能に合わせて、安全に生活が出来るように取り組みました。 

 （おおだて） 

  かねてからニーズの高かった機能訓練について、4 月より法人内施設から理学療法士を週 1 回派遣

していただき、可動域訓練や歩行訓練等を実施しました。9 月には新規に常勤の理学療法士が採用で

きたため、しみず、いずみ両拠点での対象利用者様の拡充を図りました。利用者様の生活全般におい

て、専門職と生活支援員等が連携を図り、個々のニーズに即したサービス提供に努めました。 

  また、地域で暮らす方々の様々なニーズに対応するため、市内外の相談支援事業所と連携を図り、

通所や短期入所の利用者様の受け入れを積極的に行い、地域で安心して暮らすための支援の構築を図

りました。新規利用者様を積極的に受け入れ、稼働率の向上・事業所の安定経営に向け取組みました。 

 

２ 地域共生社会の実現に向けて、事業所機能の向上を目指します。   

（こさか） 
  4 月より 1 名が、認定就労訓練事業を利用者してパート支援員として訓練に来ており、話し合いを

しながら、業務内容や出勤日数、時間を決めて、まずは継続することを目標に支援をしてきました。

事業所だけで取り組むのではなく、市の生保担当や就労支援員とも連携をしながらフォローを継続し

て来ましたが、精神的な不調が強くなり就労段階ではないことを本人も受け入れ、治療を優先するた

め終了となりました。本人への今後の助言として、福祉サ－ビスの情報提供を行っています。 
  昨年度作成した BCP に沿って、6 月に各 GH 毎に発電機を整備しました。いざという時に使用でき

るように毎月の点検を実施し、避難訓練後に操作説明も行いました。また、5 年間保存できる非常食

（5 日分セット）を 1 月に整備しました。緊急時にはこれらを適切に使用し、地域の中での安心拠点

となるように今後も取り組んで行きます。 
 （おおだて） 

  地域生活支援拠点としての機能強化に向け、新規事業所「多機能型事業所ぱすてる」を立ち上げま

した。重度の障害を持つ若年世代の支援拠点として、医療的ケアを含む専門的な支援を必要とする障

がい児者の受け入れを行いました。受け入れに当たっては、ご家族や医療機関、相談支援、行政など

多種の連携と、職員の研修受講によるスキルアップを図りながら、安心して利用していただける体制

の構築を図りました。また、市内には同様の事業所がないことにより地域からの注目度は高いものの、

コロナ禍により事業所内覧や見学について、開所当初十分な周知が図れませんでしたが、令和 3 年 3

月より、内覧見学会を定期開催したところ、内覧見学後に利用申し込みにつながるなど、今後も地域

への周知活動の強化を図ることが課題となりました。 

  市内の特別支援学校や児童発達支援センターなどとの情報交換をこまめに実施することで、卒業後

のスムーズな福祉サービス利用や就労への移行に向けるなど、切れ目のない支援体制の構築を図りま

した。 
  大館市自立支援・差別解消支援協議会への委員としての参画や大館市基幹相談、市内外の相談支援

事業所と連絡を密にし、地域で暮らす方々の情報やニーズの共有を図りました。 

３ 健康的で明るい職場づくりに取り組み、地域福祉を支える人材の育成と定着を図ります。 

（こさか） 

職員からの相談に柔軟に対応し、勤務時間や日数を調整する提案を行いました。そうしたことで継

続して働き続けられ、家庭の状況によってはパートから常勤に戻すなどの対応にもつなげることがで

資料1　令和2年度　事業報告書 29 令和3年6月4日



きました。 

ICT の積極的導入により業務改善を目指し、令和 2 年度介護ロボット等導入支援事業費補助金交付

決定により、マッスルスーツや自動ラップ式ポータブルトイレを整備することができました。そのほ

かにロボット掃除機やタブレット端末での記録システムの導入も行い、今後も安全・安心な支援、職

員の身体的負担の軽減、業務効率につなげていきます。 

 （おおだて） 
  働き方改革に伴い、働きやすい職場を目指し、毎週水曜日に「ノー残業デー」を設定し、ワークラ

イフバランスの向上に向けた取り組みを実施しました。また有給休暇を取得しやすいよう業務を調整

するなど柔軟な対応をしました。4 月より障害者雇用 1 名の採用においては、自立訓練事業での実習

実績を踏まえ、食事処とりびあんでの勤務として、勤務時間や業務内容を本人と話し合いながら無理

のない働き方に取り組みました。 

  ICT の積極的導入による業務改善を目指し、令和 2 年度介護ロボット等導入支援事業費補助金交付

決定により、マッスルスーツや移動式介護リフトの導入による持ち上げない介護の実践、職員の身体

的負担の軽減や、タブレット端末での記録システムの導入による機動性の確保により、記録時間の削

減等、業務改善に取り組みました。 

  秋田看護福祉大学の社会福祉学科より、ソーシャルワーク実習生 2 名の受け入れを行い、将来福祉

を支える人材の育成に寄与するよう取り組みました。 

 
４ リスクマネジメントと衛生管理体制の強化 

 （こさか・おおだて） 

  毎月サービス点検調整委員会を開催し、地域代表者や福祉関係者への事業所運営状況について報告

し、事故・ヒヤリ報告や苦情が発生した事案に対しても、透明性を持って開示説明をし、再発防止に

向けたアドバイスや助言を頂きながら、リスク管理に努めました。 

  職員の衛生管理については、就業前の準備運動やストレッチを推奨し、上長による声掛けの実施と

合わせ、生活支援員への腰痛ベルトの支給を行うなど支援中の労災事故防止に向け取り組みました。

また、メンタル不全の予防に向け、法人の巡回研修の受講、上長による職員への声掛けや、不調の兆

しがある職員には面談等を実施し、心身ともに健康な状態で業務を遂行できるように取り組みました。 
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養護老人ホーム 和 光 園 

令和 2 年度 事業報告書 

 

第 1  重点事項の実施状況 

1 利用者支援の質の向上 

１）多様化する介護サービスへの対応・自立生活支援の強化 

支援チーム会議（科学的介護・障がい支援・リスク管理・食事・活動充実チーム）を開催し、そ

れぞれの目的に対し、協議・検討を行いました。特に自立促進、自己決定、生活の豊かさとゆとり

を目的とした日中活動支援の充実を図ることを目標としましたが、組織体制的に業務分担が不明瞭

なこともあって、十分な支援ができませんでした。次年度は支援体制を改善し、上記目標を達成す

ることとしています。 

 また、新型コロナウイルス感染症流行の影響から、外部講師、ボランティア等の受け入れが困難

な状況が続き、活動に多大なる影響が出ました。 

２）介護ロボット導入検討 

   自動ラップ式ポータブルトイレ・ねむりスキャンを導入し、介護業務の軽減につなげています。

更なる安全確保、業務効率化、負担軽減を目的とした導入を検討し、他施設への見学なども行いま

したが、具体的な計画には至っておらず継続検討としています。 

３）サービス管理体制の強化 

サービスマネジメント会議（前年度養護部会）においてサービスの質の向上を主目的とし、各支

援チームの総括を行いました。 

リスクマネジメント会議は、感染症対策委員会、事故防止対策委員会、虐待防止身体拘束廃止委

員会、防災防犯対策委員会を設置し、施設全般のリスクを点検しました。また経営分析会議では、

収益や稼働率の状況を分析し、具体的実践（利用者確保等）につなげました。 

総じて、法人内規・指針の理解・周知とともにサービスの質の向上を目的とした検討を重ね、次

年度のユニットによる新体制につなげました。 

２ 地域高齢者支援の開拓・強化 

１）関係機関との情報共有    

   措置入所者減少（10 月 63 名）に伴い、鹿角市福祉事務所と秋田県長寿社会課に「養護老人ホー

ム」の今後の在り方（定員、他事業）について相談しました。合わせて身元引受人不在対象者対応

についても鹿角市と協議を行いました。 

２）セーフティーネット機能の強化 

   高齢者虐待、生活困窮者を視野に入れた受け入れ体制として、次年度ユニット体制における在宅

支援部門立ち上げの準備を行いました。 

３ 職員の資質向上 

１）職場環境の改善・業務の標準化・効率化  

   年次休暇取得の推進し、ノー残業ディ（1 日/週）の実施・推奨、介護ロボット導入検討推進、ハ

ラスメント予防対策に取り組みました。成果が出ていない状況にあり、継続して取り組んでいきま

す。年次休暇取得率は、24.4％（令和元年度 22.6％）と低調な状況にあり継続して取得推進を進め

ます。パワハラアンケートを実施して、職員からの指摘等があったことなど一定の効果が認められ、
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次年度も継続することとしています。 

２）人材育成の強化・専門性の向上 

   エルダーメンターを実施し育成と定着に対し効果がありました。資格取得励行の結果 2 名の職員

の実務者研修受講につなげました。 

４ 経営基盤の強化 

１）現状分析の実施・利用者獲得戦略の策定 

   経営分析会議の新設し月次経営指標分析からの早期対応を目指しました。10月措置入所者が63名

まで減少した際には、鹿角市相談、鹿角市民生児童委員定例会にて情報提供依頼を行いました。 

 

 

 

※参考資料 

◎入退所の状況 (在籍：各月末時)  

月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

入所 

 
0 0 0 1 0 0 0 1 2 0 3 2 9 

退所 

 
1 2 1 2 1 0 1 0 1 0 0 3 12 

在籍 70 69 67 66 65 64 64 63 64 65 65 68 67 -3 

◎介護認定状況 (令和 3 年 3 月 31 日現在) 

介 護 度 支援 1 支援 2 介護 1 介護 2 介護 3 介護 4 介護 5 合計 

男 2 0 1 2 2 0 0 7 

女 1 0 6 5 7 10 3 32 

計 3 0 7 7 9 10 3 39 

◎措置市町利用者並びに措置短期、契約入所者の推移（年間平均 1 日当りの利用者数）(単位：人) 

  H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

措置入所 79.8 80.5 80.1 79.8 79.1 78.9 78.1 75.2 72.9 66.3 

鹿角市 60.2 59.3 59.2 59.8 59.2 58.0 54.4 51.2 48.9 42.6 

小坂町 13.6 15.2 15.1 15.0 14.9 15.0 17.8 18.0 18.0 17.7 

大館市 5.0 5.0 4.8 4.0 4.0 4.9 4.9 5.0 5.0 5.0 

美郷町 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

措置短期 0.7 0.7 0.2 0.2 0.4 0.3 0.3 0.7 1.0 0.7 

契約入所 0.2 0.4 0.6 1.1 1.5 1.9 1.7 4.8 7.2 7.4 

計 80.7 81.6 80.9 81.0 81.0 81.1 80.1 80.7 81.1 74.3 
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特別養護老人ホーム 東 恵 園 

地域密着型介護老人福祉施設 月山の郷 

地域密着型介護老人福祉施設 鹿南の郷 

 

令和 2 年度 事業報告書 

 

 

 

重点事項の実施状況 

 

１、サービスマネジメントの推進によるサービスの質の向上について 

 サービスの標準化とサービスの質の向上の取り組みとして、各委員会や棟会議、ユニット会議にて法

人の指針の確認を継続的に行い理解を深めました。また、不適切ケアチェックや虐待防止セルフチェッ

クの結果から出てきた課題について、サービスマネジメント委員会を中心とし、認知症ケア委員会や虐

待防止委員会など各委員会で協力しながら改善に繋げてきました。 

 事故の再発防止のため、検証後も定期的に防止対策の実施状況を確認し、事故防止の意識を高めてき

ました。「服薬事故ゼロ」については、服薬忘れや誤薬事故が発生し、早急にマニュアルの再確認を行

いました。 

 

２、安心安全で、その人らしい生活の支援について 

 個別ケアの推進のため、各専門職種が連携し、施設サービス計画に基づきサービスを提供しました。 

利用者様個々の「暮らしの継続」に重点を置き、地域密着型施設ではユニットケアの理念の理解と 24

時間シートの整備を進めてきました。 

 コロナ禍での面会制限等あるなかで、アクリル板や透明のカーテンを使用して面会の工夫をし、電話

や写真等の連絡を密にして利用者様・ご家族が安心出来るよう心掛けました。 

 看取り介護については、感染症の影響もあり、従来のような形をとることが難しいなかで、可能な限

り、ご家族様との時間を大切にしていただけるように努めました。 

  

３、人材育成と組織力の向上について 

 エルダー・メンターの取り組みの充実のため、3 施設それぞれで人材育成会議を行い、個々の状況に

応じた育成計画について検討しました。新任職員の育成とともに、中堅職員の育成のため、それぞれの

役割を明確にし、主体性をもって働くことが出来るように努めました。 

 虐待防止の取り組みとして毎日評価シートの記入を始めたことで、自分自身の仕事の振り返りが出来

るようになった他、リーダー等がコメントすることで職員間のコミュニケーションの機会が増えました。 

 

   

 

 

 

 

資料1　令和2年度　事業報告書 33 令和3年6月4日



東恵園地域生活支援センター 

令和 2 年度 事業報告 

 

重点事項の実施状況 

 

1 安定経営とサービスの質の向上 

(1) 安定経営 

昨年度に引き続き事業所ごとの SWOT 分析を実施し、要介護度やサービスの見直し等の進捗状

況をケアマネジャーと協同で確認する等、稼働率や売上の改善に努めました。 

センター全体で昨年度の収益を約 530 万円上回ることができましたが、コロナ禍により延べ 143

名の利用者様の利用に影響があり、稼働率や登録人数では昨年度を下回った事業所もありました。 

来年度は稼働率よりも登録人数増に重点を置き、安定した稼働になるよう取り組みます。 

 

(2) サービスの質の向上 

各事業所で定期的な勉強会、センター内研修会の開催、不適切ケアチェック、年 2 回の自己評価、

年 1 回の満足度調査アンケートへの対応等で、職員一人ひとりがサービスの質の向上を意識し取り

組みました。 

また、オンラインを活用した業務の見直しや会議時間の短縮等、働きやすい職場環境づくりを進

めました。 

 

(3) 適正な利用定員数、適正な稼働日数の実践 

デイサービスと多機能サービスにおいては、センター全体の収支や専門資格を保有する職員配置

等を勘案しながら、より適正な利用定員数・稼働日数になるよう検討を重ねました。 

また、今年度は訪問入浴の稼働が順調なところに職員の離職が相次いだことから担当職員の負担

が増大し、稼働日数や 1 日の訪問件数の調整を適宜実施しました。 

 

2 公益的取り組みの継続 

ヘルパーによる低料金の要介護者移送事業、通院時の病院付き添い（介護保険外サービス）を通

し、医療ニーズの高い利用者様への対応を継続しています。多機能サービス「かみはなわ」・「たぐ

ちさんの家」では入浴設備を地域の障害者へ開放し、更に生活保護受給者に限り食費、宿泊費を事

業所独自に負担軽減し、低所得者への配慮を継続しています。 

また、多世代交流スペース、グループリビング、地域の介護予防教室、あたまの生き活き教室、

まちっこカフェ等への職員派遣等、多様な地域貢献活動に取り組みました。 

 

3 リスクマネジメントの強化 

今年度は「同じ事故を繰り返さない」を合言葉に、再発防止に力を入れ重大事故に繋がらない意

識を高めました。昨年度比較的多かった請求事故は、傾向を分析し件数が減少しました。 

しかし、服薬事故は昨年度よりも多い結果となり、事故を未然に防ぐための対策が機能していな

いという課題が浮き彫りになりました。事故に対する職員一人ひとりの意識を高めると共に、事故

の分析と有効性の検証を重ね、事故を未然に防ぐ仕組みづくりを強化します。 
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